
“WE"のエンジョイライフ
enioy06:皆 様に感謝

□颯 WEメンバーと

は家族ぐるみの

付き合いが多か

つた為、子供達も

八ンガリー チェ

コ マレーシアな

どのメンバーを訪

問。主人リタイア

後は二人で旅行

しながら再会。フォートワース姉妹都市提携時、参カロを

決めかねていた私に、行つてきたらいいと亡き義母から

小遣いまで頂いて参加。家族の理解あつてのエンジョ

イライフと感謝。

1カ月間我が家でホームスティしたKさんを訪問した

のはフォートワースの帰り。20年後主人と再訪門。バス

ルームが7つもある豪華な家、広大な敷地。プールもサ

ウナもあり我々と余りにも違うスケール。しかし人間の

心は同じでした。Kママは日本の生け花が大好きなの

で、1回目訪問時、何度か日本の生け花をしたのですが

どうもしつくりこない。私が首をかしげているとKママ

は日本の家は狭いので空F80を生かした生け花が合いア

メリカでは 。とまさにその通り12週間ステイした最後

の日に行つた高級レストランに菊が100本 程、葉を取り

茎の長いまま放射状に挿してありました。これを見た

時、せめて3本あれば生け花になるのにと余りのスケー

ルの違しヽこ絶句。

パリ近郊に住む押し花作家」氏からも沢山のことを

学びました。1回目はフランス人50人もの仲間とクリス

マスクラフト展を体験。展示配置など意見が違うと、フ

ランス人好みと納得させられ、2回目訪問時は主人と

一緒。奥様手料理のデナーにおよばれ。夜中の12時ま

小 林 美 和 子

「フラワーサロンWEJ主 宰
長岡市表町在住

押し花やフラワーアレンジメントの他、

花のクラフトとして、ネイチヤープリン

ト、レカンフラワー教室主宰。

で長居をしてしまいました。311大震災の1カ月前のこ

とでした。震災直後」氏は押し花作品の八ガキを援助

の手助けにと沢山送つて下さいました。日本で押し花

の本と言えば、技術本や作品集が多い中で、訪問時原

稿も拝見させていただきましたが彼は植物図鑑のよう

な内容ですつしりした八一ドカバーの本を出版。私にも

一冊送つて下さいました。

今年の5月イタリアのシチリア島にて「世界押し花芸

術協会」主催による押し花展開催予定。チェコからも

参加の意思表示があり、この3月主人と小旅行を兼ね

プラ八で押し花の指導予定。最後になりましたが、今―

番充実しているのは小さなサロンではありますが、W
Eの皆様と共にお花やクラフトを楽しめることです。

80歳で入会、今年91歳のK先生。教室がある日はいつ

も一番乗り。皆もK先生と話がしたく開始前には全員

集合。この様に素敵なWEの皆様方と一緒に沢山の事

を学ばせて頂いていることに心より感謝してペンを置

きたいと思います。

Kママ パパと中庭のジャグジにて
一押し花作家」氏の庭にて

「第 26回 WE副 のと案内 ※3地点にて開催 (開催日に注意 )
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